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はじめに
　慢性腎臓病（chronic kidney disease、CKD）は、
全国で約2,000万人に発症する頻度の高い疾患で
ある。進行すると透析療法が必要となるだけでな
く、心血管病をはじめとする全身合併症の頻度も
増加し、生命予後や生活活動度に大きな影響を及
ぼす。近年、CKD の治療や透析療法は大きく進
歩しており、病診連携をはじめとする地域ネット
ワークの構築と成熟により、CKD 進展抑制への
期待が高まっている。

CKDの現状と未来
　CKD は、糸球体濾過量（glomerular filtration 
rate、GFR）が60mL/min/1.73m²未満、または蛋
白尿など腎障害の指標が３ヵ月を超えて持続する

場合に診断される。原因には、慢性糸球体腎炎や
糖尿病などの全身疾患、薬剤や手術による腎障害、
加齢があり、特に加齢に伴う腎機能低下は老年症
候群の一環と捉えられている。自然な腎機能低下
に加え、合併症や治療介入が重なることで、腎障
害はさらに進行する（図１）。
　過去の報告では、CKD ステージ３（GFR 30-
60mL/min/1.73m²未満）の未診断率が92% に上
ることが示されている１）。CKD 初期（ステージ１・
２）から中期（ステージ３）までは多くの場合自
覚症状に乏しく、日常的な腎機能の定期評価が極
めて重要である。
　CKD は心血管病をはじめとする多彩な全身疾
患と関連し、進行に伴い心不全などによる死亡リ
スクが増大する。特に蛋白尿やアルブミン尿を有
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図１　加齢に伴う腎機能低下のイメージ
加齢に伴い腎機能が低下する。経過中に腎臓病の発症により腎機能がさらに低下し、末期
腎不全に至る症例が増加する。
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する症例では、疾患リスクが著明に高いことが報
告されている。また、ウレミックトキシン（尿毒
素）の蓄積とその組織作用が生命予後に深く関与
する。たとえばインドキシル硫酸は、血中濃度上
昇が心血管死と関連する２）ほか、当教室の研究に
より、動脈硬化への関与も明らかにされた３）。
　CKD 管理の目標は、末期腎不全への進展防止、
心血管疾患の発症予防、死亡リスクの低減である。
進行に伴う多彩な合併症への全身的な管理も不可
欠である。新潟県では、GFR が保たれていても
高度蛋白尿を認めた場合には、かかりつけ医受診
を推奨し、さらに再検査結果に応じて腎臓専門医
への紹介を促進している。特に GFR 45mL/min
未満（ステージ3b 以降）では、専門医受診が推
奨される（図２）４）。
　腎臓専門医は、腎機能・尿所見・画像診断を総
合的に評価し、必要に応じて腎生検を行い、たと
えば IgA 腎症の診断と重症度評価に基づき、ス
テロイド療法や扁桃摘出術を含む治療を選択す
る。さらに、アンギオテンシン II 受容体拮抗薬
に加え、SGLT2阻害薬やミネラルコルチコイド
受容体拮抗薬による腎機能保護効果が実臨床でも
広がっている。

　新潟県では、腎機能障害リスクのある患者に対
し「CKD シール」を活用し、医師・薬剤師・看
護師・栄養士間の連携強化にも取り組んでいる

（図３）５）。栄養管理においては、適切なエネルギー
とたんぱく質摂取、塩分制限に加え、カリウムや
リン、水分制限が重要である。当教室では、低た
んぱく質ごはんの導入により、食事療法のアドヒ
アランスが向上することを報告した６）。
　さらに、AI による病理診断支援、リスク評価、
網羅的オミックス解析によるバイオマーカー開発
など、新たな展開も期待されている。

腎代替療法の現状と未来
　CKD が末期に進行すると腎代替療法が検討さ
れる。本邦では約33.1万人が透析療法を受けてお
り、新潟県では約5,000人が施行中である。透析
患者数は長年増加傾向であったが、2021年をピー
クに減少へと転じた（図４）。この背景には、人
口減少、CKD 治療の普及と改善、保存的腎臓療
法の認知拡大があると考えられる。
　日本では血液透析が腎代替療法の主流であり、
特に近年は補液を併用した血液透析濾過が増加し
ている。この方法は血圧保持、皮膚掻痒症やレス

図２　新潟県の慢性腎臓病に対する受診勧奨
新潟県では GFR と蛋白尿で分類される CKD の重症度に応じてかかりつけ医、腎臓専門医への受
診が提案されている。文献４を引用
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トレスレッグス症候群の改善に優れているとされ
る。また、透析アミロイドーシスにおけるβ2-
ミクログロブリン（β2-m）除去を目的としたβ
2-m 除去カラムの導入も進んでいる。この血液浄
化器の開発には、当教室が中心的に貢献し、全国
への普及に寄与した。
　腹膜透析は全国で約３% にとどまっているが、
高齢者や在宅医療において利点があり、今後の普
及拡大が期待される。在宅医療では、基幹病院と
かかりつけ医が連携し、導入・合併症対応・日常

管理を分担する体制の成熟が求められる。
　腎移植については、生体腎移植・献腎移植を合
わせて年間約1,700件施行されており、生着率も
５年で生体腎93%、献腎88% と向上している７）。
これには免疫抑制療法の進歩や抗 HLA 抗体検査
の普及が貢献している。
　一方、透析療法中の全身合併症による生命予後
や生活活動度の低下は深刻な課題である。透析患
者の全死亡に対する標準化死亡比は4.6、一般人
口と比較して著しく高い３）。長期透析に伴うフレ

図３　新潟県の CKD シールの活用と展開
新潟県では CKD に関する病院間、職種連携のため CKD シールを用いた適切な診療を試みている。
文献５を引用

図４　新潟県の慢性腎臓病患者の総数と導入患者数の推移
2015年から2023年までの新潟県の慢性透析療法（血液透析と腹膜透析）の総数と導入患者数の数
位を示す。日本透析医学会 WADDA System Ver2.1を用いて作図。
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イル有病率も増加傾向にある８）。当教室の研究で
は、透析患者における大腿骨近位部骨折リスクが
一般人口より有意に高いこと９）、また副甲状腺ホ
ルモンやアルカリフォスファターゼ濃度と骨折リ
スクとの強い関連性が明らかとなった10）。
　透析アミロイドーシスについても、β2-m アミ
ロイド線維形成に細胞外マトリクスやアルブミン
が関与することを示し11）、12）、β2-m を効率的に除
去する機器開発と機能評価に貢献している13）、14）。
　最近、遺伝子改変ブタ腎移植の臨床研究の報告
があり15）、より革新的な腎代替療法の実現が期待
される。

保存的腎臓療法の普及
　これまで末期腎不全に対しては、生命予後改善
を目的に腎代替療法が提供されてきたが、高齢患
者では生活の質（QOL）や活動度の低下が課題
となった。
　保存的腎臓療法は、腎代替療法を選択しない末
期腎不全患者への包括的ケアである。腎機能進行
抑制や合併症軽減、全人的ケア（身体・精神・社
会・文化的支援）を重視し、透析療法を含まない
選択肢として重要性が高まっている。

　透析患者においても、活動度や予後を考慮し、
透析中止を検討する症例が増えており、緩和医療
としての成熟が求められる。

透析療法の災害対策
　透析医療は災害に対して脆弱である。電気、水
道など病院のインフラだけでなく、大雪や大雨に
よる通院アクセスのトラブルなど生じ得るため地
域での災害対策が重要である。新潟県では行政と
連携して透析医療に関する災害対策が講じられて
いる。医師、臨床工学技士、看護師の他、行政、
透析医会などが連携して実施し、その際、災害時
透析リエゾンが中心となり、被災地域、行政、透
析医会、技士会と連携し、透析医療の提供を目指
す（図５）16）。近年、関東圏との連携も開始し、
大規模災害時の県を超えた連携も想定し対策する。

おわりに
　慢性腎臓病の現状と未来について概説した。
CKD の概念普及と地域連携による早期発見・治
療介入、特異的治療の発展により、慢性腎臓病対
策は着実に進展している。
　腎代替療法の進歩も著しい一方で、各患者に最

図５　新潟県透析医療の災害対策
新潟県の透析医療に関する災害対策は医師、臨床工学技士、看護師の他、行政、透析医会など連
携して実施する。災害時透析リエゾンが中心となり、被災地域、行政、透析医会、技士会と連携し、
透析医療の提供を目指す。文献16を引用



6

新潟県医師会報　Ｒ７.６　№ 903

適な選択肢（保存的腎臓療法を含む）を提供する
体制の充実が求められる。新潟県、そして当教室
が果たしてきた役割を誇りとし、今後も患者に寄
り添った医療を推進していく所存である。
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